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序　　文

　科学委員会は、実際の競技会におけるバイオメカニクス研究活動に加え，北京オリンピック対策へ

のサポートとしてリレーチームのバトンパスに関するサポート（合宿帯同），競歩やマラソンの暑熱対

策，競技者の技術チェック、フィットネスチェック（体力テスト）、トレーニングにおける生理科学的

なサポート、コンディショニングサポート、栄養サポート等の医科学・サポート活動を行なった．また，

事務局と協力して NTC 競技別強化拠点（高地トレーニング）のための備品リスト作成，強化委員会の

要望を調査して JISS サポート申請などを行なった．さらに，JISS の協力を得て，強化委員会と共同で

「ケニア人長距離選手の生理学的・バイオメカニクス的特徴の究明」プロジェクトをスタートさせたが，

有益な成果が得られつつある．

　昨年度から始められた強化委員会強化コーチと科学委員会代表の会合をさらに積極的に開催し、科

学情報の収集やフィードバックの手順などについて話し合い、協力体制が確立された。これは、本委

員会の成果がコーチングの現場で有用であると認められたことを示すが、澤木専務理事、髙野強化委

員長をはじめとする関係者の「競技力向上には科学を活用することが不可欠である」という確固たる

意志と方針がなくては不可能なことであった。今後、更に強力かつ持続的な協力体制が確立されると

期待される。

　また , 下に示した世界陸上 2007 の英文報告書８件を国際陸連の New Studies in Athletics（NSA） 

へ報告し，このうち１），６），７）は NSA の 2.08（第 23 巻 2 号）に，３）は 3.08（第 23 巻 3 号）に

掲載された．残りの報告論文も順次 NSA に掲載される予定である．

１）Mid-phase sprinting movements of Tyson Gay and Asafa Powell in the 100-m race during 

the 2007 IAAF World Championships in Athletics

２）Analysis of speed patterns in 100-m sprints

３）Biomechanical analysis of the world’s top distance runners of the 10,000 m final in the 

Osaka 2007 11th IAAF World Championships in Athletics

４）Biomechanical analysis of the men’s and women’s long jump at the 11th IAAF World 

Championships in Athletics, OSAKA 2007: A brief report

５）Run-up Velocity in the Men’s and Women’s Triple Jump at the 2007 World Championships 

in Athletics

６）Biomechanical analysis of the top three male high jumpers at the 2007　 World 

Championships in Athletics

７）A biomechanical analysis of the men's shot put finalists in the Osaka Athletics World 

Championship 2007 -An overview of finalists and comparisons of top three putters

８）Biomechanical analysis of elite javelin throwing technique at the 2007 IAAF World 

Championships in Athletics

　最後になったが、科学委員会の活動に多大なご協力をいただいた関係各位に深く感謝申し上げる次

第です。

科学委員会委員長

阿江通良

２００９年６月
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